
実質化された人・農地プラン 

 

市町村名 対象地区名（地区内集落名） 作成年月日 直近の更新年月日 

珠洲市 

三崎地区 

伏見・小泊・雲津・細屋・内方・本・ 

二本松・野中・大畑・川上 

令和３年３月１５日 平成３０年３月３０日 

 

１ 対象地区の現状 

①地区内の耕地面積 ２６０．４８ｈａ 

②アンケート調査等に回答した地区内の農地所有者又は耕作者の耕作面積の合計 １８７．６９ｈａ 

③地区内における７５才以上の農業者の耕作面積の合計 １７．８９ｈａ 

 

ⅰ うち後継者未定の農業者の耕作面積の合計 １０．３９ｈａ 

ⅱ うち後継者について不明の農業者の耕作面積の合計 １．２２ｈａ 

④地区内において、今後中心経営体が引き受ける意向のある耕作面積の合計 ０．００ｈａ 

⑤地区内における今後の地域の中心となる経営体（担い手）の状況 
法 人 １経営体 

個 人 １６経営体 

（備考） 

 担い手は十分確保されている。 

 

２ 対象地区の課題 

農業従事者の高齢化や後継者不足、獣害被害が進行していることから遊休農地が徐々に増加している。

後継者の確保や入作可能な農地の受け手の確保が課題となる。 

 

３ 対象地区内における中心経営体への農地の集約化に関する方針 

中心経営体である１７経営体が担うほか、入作を希望する認定農業者や新規就農者の受入れを促進する

ことにより対応していく。 

 

４ 農地中間管理機構の活用方針 

地域の農地所有者は、原則として農地中間管理機構に貸し付けることとするが、最終的には地域の農地

所有者の意向を優先する。 

 

  


